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内

容

対象構造物 
鋼構造およびコンクリート 

 

項 目 
維持管理の現場における ICT 活用事例紹介 

 

使 用 機 器 
二次元、三次元画像処理、三次元レーザースキャナー、リアルタイム通信 

システム 

使 用 実 績 
国土交通省、県、市町村、ほか多数 

 

① 2 次元、3 次元画像処理 

市販のデジタル一眼レフカメラおよび専用ソフトを使用して、コンクリートの損傷図作成や工

事での原寸計測に活用。状況の正確な把握、測定精度の確保、現場工数の削減が可能。 

        
 
 

 

 

 

 

 

 

                  二次元画像処理 

        

 

 

 

 

       

                  

三次元画像処理 
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② 三次元レーザースキャナー 
レーザーを全方向に放出し、座標およびレーザー反射率を取得し、パソコン上で点群データと

して三次元展開する。現場状況の把握、計測工数の大幅な削減、リアルデータであるため、調査

から工事において幅広い利用が可能。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

              三次元レーザースキャナー活用例 

 
③ リアルタイム通信システム 
現場と事務所を電話回線を利用して、映像と音声でつなぐことにより、現場作業の効率化、安全

性の向上をはかる目的で使用している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                リアルタイム通信システム 
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